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平成25年11月末現在（　）内は前月比
人　口	 34,480人	（＋36） 15歳未満	 5,399人	（＋４）

65歳以上	 6,550人	（＋30）

平均年齢	 41.9歳

　男	 16,549人	（＋10）

　女	 17,931人	（＋26）

世帯数	 13,211戸	（＋21）

12
４期目の石川町政がスタート

12月3日に4期目の初登庁をした石川町長（関連記事４ページ）
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福永三七男
東前川・前川・和
田・奥野東

吉田　照美
大塚・東郷・西郷

髙畑シナ子
龍池北自治会・龍
池東自治会・町営
敷地団地

山田貴美子
徳命東・徳命西

矢口　岩一
本村（東）・本村中
団地

田中佐世子
乾・乾分譲

米本　正子
原・四軒屋・ジェ
イテクト社宅

井浦　芳文
敷地東・敷地西・
藍愛自治会

黒上　隆男
小塚東・小塚西・
小塚団地・南小塚・
名田橋ハイツ

前田　　弘
竹ノ瀬北・成瀬南・
成瀬北・穂実団地

田中　信子
猪熊・猪熊北・矢
上前団地・矢上前
北団地

坂本　英二
中筋・西中筋・町
営原団地

佐藤　和夫
前須東・前須西

片山佳代子
若葉台団地・北傍
示団地・中新田団
地

大磯日出夫
祖母ケ島東・祖母
ケ島西・雇用促進
住宅・陽光台団地

桺野　佳一
成瀬南団地・藍寿
苑・竹ノ瀬南・藍
西団地・竹ノ瀬南
団地

岡本　葊數
西乾・町営中富団
地

野田　　稔
新居須南・新居須
北・新居須北団地・
新居須西団地

田村八重子
本村（西）

村上　順子
龍池・龍池西自治
会

佐藤　勝俊
名田東・名田西・
名田団地

   
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
平
成
25
年
12
月
１
日
付
で 

厚
生
労
働

大
臣
か
ら
次
の
方
々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
の
あ
る
方
は
、
担
当
地
区
の
委
員
へ
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 　
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上野　　進
南成長団地・成長
平和団地・成長団地
ニュータウン西勝地・
はなみずき団地

浦本　佳重
笠木団地・寿団地・
東野団地・笠木東
野団地

板東　菊子
奥野ニュータウン・ 
住吉中央団地・神
蔵団地

萬藤　保子
安任

稲井めぐみ
町内全域

吉田  正子
幸島団地・幸島会
北・県営幸島団地・
正喜地西団地

岡田　政和
笠木西・町営安任
団地・瑞穂西団地

山田　隆葊
住吉中筋西・池ノ
淵・住吉中筋東・
若宮団地・若宮ふ
れあい団地・畑中

春本　光男
春日・春日東・春
日北・春日森団地・
新春日森団地

河野　　学
町内全域

一島　朝子
みどりヶ丘団地・
リッチランド

澤　　信行
笠木東・町営笠木
団地・杉尾自治会・
杉尾東団地

藤井　清子
千鳥東自治会・宮
内・中村・町営中
村団地・神蔵南団
地

中山　重喜
矢上西・双葉団地・
シーリングテクノ
社宅

楠川志津江
町内全域

中林　忠司
正喜地・専売団地・
正喜地団地

福永　髙治
馬木南・町営馬木
団地・南陽団地・
馬木西地団地

横井　和子
住吉第３団地・藤
ノ木団地・藤ノ木
台団地・南藤ノ木
団地

安山　政子
矢上北・ＫＳＴ．
ＢＬ

宮本　和子
勝瑞東・勝瑞西・
林アパート

中道きく江　
新田東・馬木東・
馬木西・ロイヤル
ハイツ

谷脇　榮子
敷地・瑞穂団地・
住吉北団地・珍成

笹川　茂喜
矢上原・矢上原第
１団地・矢上原第
２団地

森　ヨシ子
乙瀬西・青木北団
地・出来地東団地・
出来地西団地

住友　浩次
乙瀬中・乙瀬団地・
青木西団地・青木
団地

大西　俶子
成長南団地・中成
長団地・こばと団
地・友成ハイツ・
勝瑞団地

山本きみ子
江ノ口東・江ノ口西・
江ノ口・ゆたか団地・
町営安任北団地・
町営江ノ口団地

井出　信雄
すみよし団地

芝　　弘枝
乙瀬東・乙瀬北・
中田団地・町営乙
瀬団地・大住ハイ
ツ・乙瀬乾団地

主
任
児
童
委
員
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 　次の日程で成人式を行いますので、ぜひご参加ください。
日　時　平成26年１月12日（日）午前11時（午前10時受付）　　
場　所　町民会館
※記念撮影は式典終了後に行います。
※住民票が他市町村にある方で、藍住町の成人式に出席を希望される場合は、ご連絡ください。
※当日は、混雑が予想されるため、会場周辺は地図のとおり一方通行となります。お車の駐車は、福祉センター

周辺又は合同庁舎駐車場をご利用ください。

問  教育委員会（☎６３７・３１２８）

成　人　式　の　ご　案　内

町民体育館

藍住中学校

正法寺川

女性セ
ンター

送迎
車の
み

進入
可

（通行止め）

図書館

緑の広場

阿波
銀行

会
場
位
置
図

藍
住
町

合
同
庁
舎

商
工
会

町民
会館
町民
会館
町民
会館

　

石
川
町
長
は
、
11
月
12
日
告
示
の
町
長

選
挙
で
、無
投
票
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
後
の
初
登
庁
日
と
な
っ
た
12
月

３
日
、
幹
部
職
員
を
町
民
シ
ア
タ
ー
に
集

め
、
４
期
目
の
町
政
に
対
す
る
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

○
防
災
・
減
災
対
策

　

本
年
７
月
に
県
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
に
よ
る
被
害

想
定
で
は
、
本
町
で
も
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
て
お
り
、
危
機
管
理
意
識
の
啓
発

や
防
災
対
策
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
勝
瑞
地
区
に
緊
急
避

難
が
可
能
な
防
災
公
園
を
建
設
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
や
家
具
転
倒
防
止

対
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
内
公

共
施
設
の
耐
震
化
も
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
築
43
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
老
朽
化
が
著
し
く
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
強
い
要
望
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
体
的
な
整
備
の
も
と
建
て
替
え

を
行
い
、
文
化
・
福
祉
・
保
健
の
拠
点
、
更

に
は
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を

備
え
た
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
に

　
や
さ
し
い
町
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
始
め
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
も
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
人
材

育
成
と
文
化
の
振
興
、
学
校
教
育
現
場
の

環
境
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

ま
た
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
の
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
補
助
制

度
導
入
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
農
業
の
振
興

　

産
業
の
振
興
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
新
し
い
特
産
品
と
食

文
化
の
開
発
や
６
次
産
業
化
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
政
治
姿
勢

　

私
の
政
治
姿
勢
は「
町
益
優
先
」で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

歩
む
政
治
と
未
来
に
責
任
を
持
つ
町
政
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
汗
を
か
い
て

く
だ
さ
い
。　

石
川
町
長
が
語
る
４
期
目
の
町
政
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今
月
の
保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

　

12
月
は
介
護
保
険
料（
第
５
期
）と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料（
第
５
期
）の
納
付
月
で
す
。

介
護
保
険
料　
12
月
25
日

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
平
成
26
年
１
月
６
日

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
12
月
受
給
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

平成25年工業統計調査を実施します
○平成25年工業統計調査は、従業者4人以上のすべての製造事

業所を対象に、12月31日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにするこ

とを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務
のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国や地域行政施
策のための基礎資料として利活用されます。

○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の
資料など）に使用することは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をお願いします。
 http://www.meti.go.jp/statistics/

工業統計
キャラクター
コウちゃん

経済産業省・徳島県・藍住町

政府統計

税務課からのお知らせ

　平成25年分の確定申告で、初めて住宅借入金等特別控除を受ける方を対象に、説明会を開催します。

日　時　平成26年１月16日(木)　　
受　付　午後１時30分　　
開　始　午後２時（時間厳守）
場　所　農業振興センター（町立図書館２階）

※駐車場は総合施設駐車場（旧プール跡駐車場）又は役場駐車場をご利用ください。
※説明会で、確定申告書の受付はできません。

住宅借入金等特別控除説明会

　確定申告で、障害者控除の適用を受けるためには、障害者手帳・療育手帳等の提示又は障害者控除対象者認定書（健
康推進課で一定の要件を満たした方に交付されます）の添付が必要となります。該当する場合は、忘れずにご用意く
ださい。

障害者控除の適用

　12月は、国民健康保険税（第５期）の納付月です。納め忘れのないよう注意しましょう。

納期限　12月25日　※口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。

問  税務課（☎６３７・３１１７）

今　月　の　納　税

　税務署では、納税者の皆さんの利便性を高めるため、平成24年分から贈与税の申告についてもe-Tax（電子申告）
を導入しています。
　e-Taxでは、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」の案内に従って入力することにより、税額等
が自動計算され申告書を自宅などから送信（申告）することができますので、ぜひご利用ください。
　詳細は、税務署へお問い合わせください。

問  鳴門税務署（☎６８５・４１０１）

税務署からのお知らせ   贈与税の申告はe-Taxで!!
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福祉手当を支給します
　町では、毎年12月に福祉手当を支給しています。
　受給要件に該当する方には、申請書を送付しますが、これまでに受給されていない方で、次の要件に該当す
ると思われる場合は、早めにお問い合わせください。

受給要件　12月１日現在、本町に引き続き１年以上居住し、次の条件に該当する方
①疾病等により、おおむね１年以上自宅で寝たきりの65歳以上の方を常に介護している家族
②療育手帳A又はB1の交付を受けている方を扶養している保護者
③「要件②」以外の方で、児童相談所等において、知能指数がおおむね50以下と判定された方を扶養している

保護者（特別児童扶養手当受給者）
④身体障害者手帳１級又は２級の交付を受けている方
⑤精神障害者手帳１級の交付を受けている方
⑥ひとり親家庭等で18歳未満(高校３年生まで)の児童を扶養する方
⑦18歳未満(高校３年生まで)の交通遺児を扶養する方
※児童扶養手当現況届を提出されていない「ひとり親家庭等」に該当される方については、ご本人からの申請

が必要です。

支給期間  12月19日（木）・20日（金）　午前９時～午後５時

場　　所　住民相談室（福祉課横）
※混雑を避けるため、支給日を指定しています。都合の悪い方は、12月24日（火）以降にお越しください。

問  福祉課（☎６３７・３１１４）

県下一斉防災訓練の実施!
　南海トラフ巨大地震の発生に備え、まずは自分の身は自分で守る「自助」の行動が大切です。今回、徳島県では県
下一斉の「とくしま情報伝達訓練」を実施し、県民の皆さんが一斉に待避行動をとることで「自助」の行動を確認していた
だきたいと考えています。訓練は個人だけでなく、家族、職場、町内会など、グループでの参加も歓迎しています。

日時　12月20日(金）午後2時ごろ　　場所　県内全域の家庭、職場等　　主催　徳島県
＜訓練内容＞
　南海トラフ巨大地震の発生を想定して訓練を実施します。
　携帯電話に緊急速報メール（エリアメール）が一斉に配信されますので、それを合図に机の下に隠れるなど、地
震に対する待避行動をとってください（地震の揺れが治まる1分間程度体勢を維持してください）。事前に家族や
職場で、地震発生時に何をすべきかを話し合い、訓練で実践していただくとより効果的です。

＜注意事項＞
　緊急速報メールを受信しますので携帯電話から一斉にチャイム音が鳴り出します。マナーモードでも鳴る
場合がありますので、病院や映画館、式典など鳴ってはいけない場所では必ず携帯電話の電源をオフにして
おいてください。車を運転中は訓練に参加しないでください。無理に車を止めたりせず、運転を続けてください。

＜安否確認＞
　県の「すだちくんメール」に登録されている方には、安否確認メールが同時に配信されます。安否情報の入力を
行い、家族や職場で確認を取り合うなど、災害時での操作を実践してみてください。
　訓練当日はＮＴＴの災害伝言ダイヤルや携帯電話会社の災害用伝言板などで安否情報登録も利用可能です。こ
の機会に入力・確認の練習を行ってみてください（任意です）。

問  県危機管理部 南海地震防災課 防災業務担当（☎ ６２１・２２８１、２７１６）
　　（FAX ６２１・２９８７）（Eメール nankaijishinbousaika＠pref.tokushima.ig.jp）
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ワ
ン
ニ
ャ
ン
だ
よ
り
⑯

～ 

人
へ
の
感
染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

～

　

犬
や
猫
な
ど
動
物
と
密
接
に
触
れ
あ
う

こ
と
で
感
染
す
る
病
気
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

土
地
利
用指導

要
綱
の
改
正

　

町
内
で
土
地
利
用
及
び
土
地
開
発
を
行

う
際
の
基
準
と
な
る「
藍
住
町
土
地
利
用

指
導
要
綱
」を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
改

正
点
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
道
路
の
中
心
後
退

　

こ
れ
ま
で
は
、
町
道
の
み
を
対
象

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に「
車
輌

等
が
通
行
し
て
い
る
道
路（
里
道
、
農

道
等
）」が
対
象
に
加
わ
り
ま
し
た
。

◆
開
発
行
為
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ

る
道
路
の
幅
員

　

こ
れ
ま
で
は
、
道
路
側
溝
を
含
ん

だ
幅
員
４
ｍ
以
上
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
道
路
側
溝
を
含
ま
な
い
幅
員
４

ｍ
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
12

月
の
事
前
協
議
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

建
設
課(

☎
６
３
７・３
１
２
２)

開発区域　Ａ

　次のような開発区域の場合

　現行の要綱での条件

開発区域　Ａ

要綱改正による開発条件の例示①
（道路の中心後退）

里

道

町 道

里

道

　改正後の要綱での条件

開発区域　Ａ

町 道

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.０ｍ

里

道

町 道

　次のような開発区域の場合

開発区域　Ｂ 町
　
道

　現行の要綱での条件

要綱改正による開発条件の例示②
（開発行為によって新設される道路の幅員）

町
　　　　　開発道路道路幅員 4.0m以上

　改正後の要綱での条件

町
　
道

　　　　　　開発道路

　
道

　　　　　道路幅員4.0m以上

道路幅員5.2m以上

開発区域　Ａ

　次のような開発区域の場合

　現行の要綱での条件

開発区域　Ａ

要綱改正による開発条件の例示①
（道路の中心後退）

里

道

町 道

里

道

　改正後の要綱での条件

開発区域　Ａ

町 道

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.０ｍ

里

道

町 道

　次のような開発区域の場合

開発区域　Ｂ 町
　
道

　現行の要綱での条件

要綱改正による開発条件の例示②
（開発行為によって新設される道路の幅員）

町
　　　　　開発道路道路幅員 4.0m以上

　改正後の要綱での条件

町
　
道

　　　　　　開発道路

　
道

　　　　　道路幅員4.0m以上

道路幅員5.2m以上

　

飼
い
犬
に
は
年
に
１
回
の
予
防
接
種
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病

気
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
口
移
し
で
エ

サ
を
与
え
る
こ
と
や
動
物
と
の
過
剰
な
触

れ
あ
い
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
の

回
り
は
清
潔
に
保
ち
、
糞
尿
は
速
や
か
に

処
理
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡　
　

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

犬　か　ら　う　つ　る　病　気
病　　名 症　　　　状

パ ス ツ レ ラ 症 通常は噛まれた場所が赤く腫れる程度ですが、傷が深い場合は骨髄
炎になることがあります。

皮 膚 糸 状 菌 症 糸状菌に感染している犬や猫などに接触することで感染し、円形発
赤、水ぶくれなどの症状を引き起こします。

エキノコックス症 犬や猫等の糞中の虫卵が口から入ることで感染し、肝臓に寄生して
肝機能障害を起こします。

狂 犬 病 感染した犬などから噛まれるなどして発症し、呼吸麻痺を引き起こ
して死亡する恐ろしい病気です。

猫　か　ら　う　つ　る　病　気
病　　名 症　　　　状

猫 ひ っ か き 病 猫などにひっかかれた傷から感染し、腫れや発熱などの症状が出ます。

パ ス ツ レ ラ 症 通常は噛まれた場所が赤く腫れる程度ですが、傷が深い場合は骨髄
炎になることがあります。

Q 熱 動物の糞尿などから病原菌を吸い込んで感染することが多く、急性
型ではインフルエンザに似た症状が出ることがあります。

狂 犬 病 感染した犬などから噛まれるなどして発症し、呼吸麻痺を引き起こ
して死亡する恐ろしい病気です。
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道路交通法が改正されました
12月１日に道路交通法が改正され、自転車のルールが変わりました。

◯路側帯の左側通行の義務化
　自転車が通行できる路側帯は道路左側に設けられた路側帯のみで、右側通行は罰則の対象となります。違反
した場合は「3か月以下の懲役、又は5万円以下の罰金」が科せられます。
路側帯とは…歩道のない道路に設けられた道路標示によって示されたものをいいます。

路側帯がある場合 自転車歩行車道がある場合

車 道 車 道路側帯 自転車
歩行者道

自転車
歩行者道路側帯

◯ブレーキ不良自転車に対する検査
　自転車にブレーキを備えていない、又は効かない恐れがある場合に警察官はその場で停止させ検査すること
ができるようになります。整備不良と認められ、応急整備のできない場合はその場で運転の継続が禁止されます。
なお、検査拒否・命令違反は罰則対象となり「5万円以下の罰金」が科せられます。

◯高齢者交通安全県民運動
　高齢者交通安全県民運動が11月21日から11月30日まで実施されまし
た。町では、板野交通安全協会藍住分会、南小学校、民生委員、板野
警察署と連携し、高齢者宅を訪問して交通安全を呼びかけました。

　犠牲者のうち約３人に２人が65歳以上です。高齢者の方には
声をかけ、家族や地域の皆さんで交通事故をなくしましょう！

◯年末年始の交通安全県民運動
　「あわてられん　ゆっくり行かんで　阿波の道」 （県交通安全メーンタイトル）

　年末年始交通安全県民運動（平成26年1月10日（金）まで）が実施されています。年末年始は交通事故の増加が 
予測されます。交通事故に「遭わない」「起こさない」ための取組にご協力ください。

運動の重点
◆ 飲酒運転等無謀運転の追放
◆ 高齢者の交通事故防止
◆ 夕暮れ時の早めのライト点灯と反射材の効果的活用
◆ 全席におけるシートベルト着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底

交通事故のない町を目指して
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エネルギー：450kcal　タンパク質：20.2ｇ　脂質：11.0ｇ
炭水化物：64.9ｇ　カルシウム：138mg　塩分：1.9ｇ

　　 ちりめん…大さじ４　　たまご…４個 →いり卵にする。　きざみのり…適量
　　 ごま…小さじ２　　すだち…２個 →スライサーで薄切りにする。
　　 ミニトマト…８個 →洗っておく。　 グリーンリーフ…８枚 →洗って水気をきる。

　　 ご飯…600g
　　 らっきょう酢…大さじ４
　　 ハム…４枚 →キッチンばさみで0.5cm角に切る。
　　 きゅうり…１本 →スライサーで輪切りにする。{ }→ボウルに入れ、

　混ぜ合わせる。
A

① お皿にグリーンリーフを並べ、その上にAを盛り付けて、いり卵、ちりめん、
　 ごまをのせる。
② のりをふりかけたら、すだちを飾る。

〜 町内のがんばる商工業者を紹介します④ 〜 
有限会社 大 丸　～自然素材のやすらぎを伝えたい～
会社名	 有限会社 大丸
所在地	 奥野字和田119番地1
代表者	 山田　芳久
設　立	 1975年4月
従業員数	 5名
電話番号   （☎６９２・２５０２）
ﾎｰﾑﾍ゚ ｰｼﾞ	 http://www.chardonnay.co.jp

「藍住町がんばる商工業者認定制度」
　この制度は、事業計画を策定し県の承認や認定を受けた事業所や講習会等に積極的に参加する事業所など、
経営向上に意欲的な事業所を町が認定する制度です。
※がんばる商工業者認定制度に関する詳細は、次までお問い合わせください。
 問  経済産業課（☎637・3120）

☆☆ こんなお店です ☆☆
　14年前から天然木をふんだんに使用したオリジナル家具のシャ
ルドネ徳島店をオープン。自然素材にこだわり、家具をはじめ、オー
ダーキッチン・住宅・リフォームのプロデュースをしています。キッ
チンやたくさんの家具が並ぶ店内は、暮らしをイメージできるよう
な空間で、お部屋にいるような気分でくつろげます。
シャルドネ徳島店 facebook
 （https://www.facebook.com/chardonnay.tokushima）

☆☆ 自然素材へのこだわり ☆☆
　自然木や植物性の天然塗料等、自然素材にこだわっ
たシャルドネの商品。国内の信頼ある工場で作られた
天然木の風合いや質感を味わえる座り心地の良いダ
イニングセット「ドルチ」（写真）、究極の座り心地のソ
ファ「フェミニン」、女性のあこがれ「木製オーダーキッ
チン」など。暖かみを感じられる自然素材の商品は、
統一感のあるやすらぎの空間を造り出してくれます。

ドルチⅢ

平成25年度健康づくり朝食アイデア献立最優秀作品
　子どもたちの朝食アイデア献立をご紹介します。健康づくりのために参考にしてください。献立は、今月号から 
順次ご紹介していきます。また、町ホームページにも掲載しています。

 超かんたん! 包丁なし部門最優秀賞
　  ちりめんごはん
　  佐藤　燎磨　（南小学校６年）

超かんたん！ 包丁なし部門最優秀賞　 ちりめんごはん 　南小学校６年　佐藤 燎磨

 野菜たっぷり! 目覚ましモーニング部門最優秀賞
　  野菜たっぷり簡単トルティーヤ
　  細川　珠里　（南小学校６年）

 スピードクッキング部門最優秀賞
　  具だくさんリゾット
　  もずくとオクラ～トマト添え～
　  東條　鈴菜　（南小学校６年）

 審査員特別賞
　  野菜たっぷりポトフ
　  市原　　萌　（東中学校１年）

作り方
献立のいいところ、工夫したところ
赤、緑、黄と、彩りよく仕上げました。

材料（4人分） １人分
栄養価
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11
月
21
日
に
、
和

歌
山
ビ
ッ
ク
ホ
エ
ー

ル
で
第
54
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研

究
協
議
大
会
が
開
催

さ
れ
、
北
島
孝
氏（
住
吉
）が
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
功
労
者
と
し
て「
文
部
科
学
大
臣

功
労
者
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
平
成
元
年
か
ら
平

成
24
年
ま
で
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

増
設
・
普
及
・
振
興
に
努
め
ら
れ
、
生
涯
に

わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
や
指
導
者
の
育
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
町
民
の
健
康
増

進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

県
で
は
、
地
域
で

活
躍
さ
れ
、
社
会
貢

献
の
模
範
と
な
る
高

齢
者
を「
が
ん
ば
る

高
齢
者
」と
し
て
登

録
し
、
顕
彰
状
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
か
ら
、
堀
江
富
夫
氏（
富
吉
）が
登
録

さ
れ
、
11
月
29
日
に
県
知
事
か
ら
顕
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
永
年
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
、
退
任
後
も
町

社
会
福
祉
協
議
会
・
富
吉
地
区
推
進
協
議
会

地
区
長
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

世
代
間
交
流
を
活
発
に
で
き
る
行
事
を
計
画

し
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
10
日
に
、
山
本
き
み
子
氏（
矢
上
）、

河
野
学
氏（
乙
瀬
）が
、
全
国
民
生
委
員
・
児

童
委
員
連
合
会
長
表
彰（
永
年
勤
続
表
彰
）を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
お
二
人
が
平
成
７

年
か
ら
18
年
以
上
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
地
域
の
方
々
や
児
童
の
相
談

相
手
と
な
っ
て
こ
ら
れ
、
現
在
も
社
会
奉
仕

の
精
神
を
持
っ
て
地
域
の
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
文
部

科
学
大
臣
功
労
者
表
彰
受
賞

県「
が
ん
ば
る
高
齢
者
」顕
彰
状
授
与

「
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰
」受
賞

左：河野　学氏　右：山本　きみ子氏

　

11
月
２
日
、３
日
の
２
日
間
、町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
町

文
化
協
会
主
催
に
よ
る
第
10
回
あ
い
ず
み

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
浅
草
か
ら
や
っ
て
き

　

世
界
平
和
記
念
日
の
11
月
11
日
に
、
町
民

シ
ア
タ
ー
で
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
遺
族
ら
約
１
７
０
人
が
出
席
し
、

た
音
楽
芸
人
好
田
タ
ク
ト
さ
ん
を
招
い
て

「
世
界
一
楽
し
い
音
楽
会
in
藍
住
」と
題
し

た
特
別
講
演
や
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保
存

会
に
よ
る「
福
を
運
ん
だ
で
こ
ま
わ
し
」と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
盟
18
団
体
が
舞
台
発
表
・
作

品
等
の
展
示
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
両
日

併
せ
て
約
５
０
０
人
が
訪
れ
、
文
化
を
通

し
た
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
で
は
団
体
・
個
人
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

文
化
協
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

日
清
戦
争
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
戦

没
さ
れ
た
４
３
４
柱
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

菊
花
で
飾
ら
れ
た
祭
壇
に
は
、
遺
族
代
表

の
久
次
米
瞳
さ
ん（
奥
野
）、
宮
本
和
子
さ
ん

（
勝
瑞
）に
よ
る
献
燈
と
、
石
川
町
長
、
池
内

慶
治
住
吉
遺
族
会
会
長
、
久
次
米
拓
海
さ
ん

（
南
小
学
校
６
年
）の
献
花
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
長
を
は
じ
め
、
来
賓
の
方
々

や
奥
藤
優
さ
ん（
南
小
学
校
６
年
）か
ら
追
悼

の
言
葉
や
平
和
へ
の
誓
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
遺
族
を
代
表
し
て
白
川
潔

藍
園
遺
族
会
会
長
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ

り
、
厳
か
な
内
に
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

好
田
タ
ク
ト
さ
ん
指
揮

に
よ
る
す
ず
め
の
学
校

の
コ
ー
ラ
ス

華
道
協
会
に
よ
る

高
さ
３ｍ
近
い
生
花

の
大
作

追悼の言葉を述べる石川町長
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　県では、風しんの流行を抑制するため、無料で風しん抗体検査が受けられる事業を開始してい
ます。
　風しんに感染した場合、発熱や発疹、リンパ節の腫れなどで、１週間以上会社を休まなくては
ならないだけでなく、妊婦に感染させてしまいますと、その胎児が障害を持って生まれる（「先天
性風しん症候群」と言います）ことがあります。このことから、風しんは極めて怖い病気といえま
す。

助成対象者　女性…妊娠を希望又は予定している方（妊婦は除く）
　　　　　　男性…昭和39年４月２日～平成２年４月1日に生まれた方
※検査を受けられる際には、年齢や住所が確認できるもの
　（運転免許証、保険証等）を提示してください。
検査方法　採血
検査場所　県内の６保健所と県内の協力医療機関
※詳しくは徳島県のホームページをご覧ください。
http://www.pref.tokushima.jp/docs/2013101500063/
実施期限　平成26年３月31日まで
検査費用　無料

申 ・問 県健康増進課（☎621・2228）

　パーキンソン病や膠
こうげんびょう

原病など、難病といわれる病気を持っている方が、安心して地域で暮らす
ためには地域の方々の理解と支援が必要です。
　難病とはどんな病気なのか、患者さんはどんな時に困っているのかなど、私たちができること
を一緒に学び、考えていただける参加者を募集しています。

対　　象　難病ボランティア活動に関心と意欲のある方     
受　講　料　無料
開催場所　徳島保健所（２階大会議室）
※駐車場に限りがありますので、できるだけ公共機関をご利用ください。
申込方法　平成26年1月９日（木）までに電話で申し込みください
※申込時に、氏名と連絡先をお伺いします。
申 ・問  徳島保健所 疾病対策担当（☎602・8906）
　　　  徳島市新蔵町３丁目80

知って安心！
風しんの抗体検査が無料で受けられます！

難病ボランティア講座

日　時 内　容 講　師

第
1
回

平成26年１月16日（木）
午後1時30分～
　　　　　3時30分

〈講義〉・難病について、保健所の関わり
・ボランティアとは

〈実習〉・車いす移乗介助の手技と留意点

保健師
徳島赤十字病院
理学療法士
嶋田　悦尚氏

第
２
回

平成26年1月30日（木）
午後1時30分～4時

〈講義〉・聴くこと、コミュニケーションについて
〈実習〉・文字盤を使ってコミュニケーション

・生活介護の工夫

保健師
訪問看護ステーション
看護師

新町川新町川 かちどき橋かちどき橋
東警察署●

合同庁舎

たばこ店

裁判所 城東高校 徳大本部

徳島保健所
Ｒ
11

福島橋福島橋

▼小松島

▲鳴門

●

●

●

●

●
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アルコールとの上手なつきあい方⑩

飲酒運転はなぜ起きるのか？
藍里病院 副院長

　吉　田　精　次 先生

　アルコールは飲む人の健康被害だけではなく、様々な問題を引き起こします。その中でも社会的に大き
な問題となっているのが飲酒運転です。平成13年に刑法で危険運転致死傷罪が新設され、平成19年には刑
法改正により自動車運転過失致死傷罪が施行されています。また、今年の秋の国会では「逃げ得」を防ぐた
めに、過失運転致死傷アルコール等影響発覚免脱罪が成立しました。これまでの一連の法改正による抑止
効果で、飲酒運転による死亡事故件数は減少してきましたが、平成20年からは減少の幅が少ない、いわゆ
る「下げ止まり」の状態です。飲酒運転ゼロに向かって着々と進んでいるわけではありません。しかも、飲
酒運転による悲惨な事故は後を絶ちません。

　10月27日にアスティとくしまで第１回アルコール問題を考える市民公開講座「飲酒運転を撲滅する！」が
開催されました。講師には、長年、飲酒運転を含めたアルコール問題に取り組んでい
るASK（アルコール薬物問題全国市民協会）代表の今成知美さんのほか、平成11年11
月28日に箱根への１泊家族旅行の帰りに東名高速道路で酒酔いトラックに追突され、
当時３歳の長女かなこちゃんと１歳の次女ちかこちゃんが車の中で焼死した自動車事
故の被害者である井上保孝・郁美夫妻が招かれていました。井上さん夫妻の話を聞い
て、飲酒運転がいかに大きな社会問題であるかということを実感しました。
　この事故の加害者は、トラック運転手というプロでありながら、10数年も前から「寝酒」と称した飲酒をし
てハンドルを握っていました。数年前からは昼食時にも飲酒するようになっていました。事故当日も昼食で
立ち寄ったサービスエリアで焼酎250mlとウイスキー280ml（これは日本酒換算にすると実に７合に当たりま
す）を飲みほしています。１時間仮眠を取っただけで運転を再開。蛇行運転を繰り返し、目撃した11人もの
ドライバーが警察に通報しています。料金所の係員からも「ふらついているので休んでいくように」と助言を
受けていたのですが、それも聞かずに運転を続け、 5km先で井上さんの車に追突したのです。井上夫妻の二
人の子どもたちは車から逃げ出せずに火に包まれ死亡しました。これは単にこの運転手だけの問題なので
しょうか？そう思っている限り、私たちの社会から飲酒運転による悲惨な事故はなくならないでしょう。

　車に乗る方はご存じでしょうが、車は人間の限界をはるかに超えた速度を簡単に出すことができます。
しかも、非常に重い物体です。それがかなりのスピードで走ることから、極めて危険性の高い道具です。
そんな危険性を持った、一歩間違えば簡単に人が死んでしまうような道具を日常的に使用しているのだと
いう感覚が、果たして私たちにあるでしょうか？もし、その感覚があるのなら、アルコールが入った状態
で車を運転するということがいかに異常で、常軌を逸した行動であるかという考えに至るのではないでしょ
うか。
　日本は飲酒にとても甘い社会です。「これくらいは大丈夫」 「硬いこと言うな」というセリフは飲酒につい
てまわってよく聞きます。一言で言いますと、アルコールは人間の理性を麻痺させてしまう飲料です。 「飲
んだら乗るな」という標語がありますが、飲めば理性を失います。その脳で果たして「乗らない」という理性
的な選択ができるでしょうか？この標語は飲んでも理性は保たれている、ということを前提にしています。
　しかし、その前提は間違いです。その意味で、この標語は間違っていますし、無理なことを言っています。

「飲んでいる人を車に乗せるな」であれば、理にかなっていますし現実的です。 「飲酒しても理性が麻痺せず、
ふだんと同じだ」と考えること自体が間違いの始まりです。私たちは脳を麻痺させる飲料を嗜好品として使
用しているのです。アルコールも車もメリットとリスクを分かって使うものです。便利さや効能にばかり
目が向いていては、リスクに無とん着になって鈍感になります。

　連載は今月で最後となりましたが、私たちが元気で楽しい人生を送るために、アルコールという飲料の
ことを正しく理解して慎重に扱っていくことが大事だということを今後も伝えていきたいと思います。

日本酒

1合
180ml

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

チューハイ

500ml

ワイン

ワイングラス
2杯 200ml

梅酒
13%

1杯
200ml

ウイスキー
ダブル

1杯
60ml

焼酎
25度

100ml

ビール

500ml
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人の世に熱あれ　人間に光りあれ
～全国水平社創立の地を訪ねて～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

声かけで　温かくなる　心と心	 6 年　高　井　陸　斗    
友達の　「助けて」サイン　見逃さない	 6 年　井　崎　ほのか
見ないふり　なくしていこう　私から	 6 年　石　田　藍　子
かくさずに　私に話して　なやみごと	 6 年　栗　島　優　花
聞いてみて　耳をすまして　心のさけび	 6 年　森　　　優　芽

藍住東小学校児童作品

人権標語

　11月9日、藍住町人権講座のフィールドワークで奈良県・御所市柏原の「水平社博物館」と西光寺を訪
れました。
　柏原は、1922年3月3日に京都・岡崎公会堂において創立された全国水平社発祥の地であり、人権のふ
るさととして全国から人々が訪れています。この地に立ちますと、当時この地の若者であり、部落解
放運動の先駆者であった西光万吉、阪本清一郎、駒井喜作、米田富たちが全国に檄を飛ばし、人間解
放のため駆けめぐった足音が聞こえるような気がします。今は、西光寺を除いて当時の面影はなく、
当時中心としてあった※１「燕

つばめかい

会」の跡には「いのち燦
さん

燦
さん

の燈
とう

」のモニュメントが建てられていました。こ
のモニュメントは2012年全国水平社創立90周年を記念して建立されました。ここには、差別を許さず、
仲間と手を取り合い、一人一人が人間らしく生き、差別が無い日が来ることを願った言葉が刻まれて
います。

全国水平社の創立
　水平社が創立されるまでは、いろいろな改善運動がなされてきました。
それらの運動が、差別を無くすために十分な効果をもたらせませんでし
た。そこで、人間を尊敬することによって自ら解放しようとして創立さ
れたのが全国水平社です。水平社宣言の中に「…人間を冒

ぼう

涜
とく

してはならぬ
…人間をいたわることが何であるかをよく知っている吾々は、心から人
生の熱と光を願

がん

求
ぐ

礼
らい

賛
さん

するものである。水平社はかくして生まれた。人
の世に熱あれ、人間に光りあれ」とうたわれています。まさに日本におけ
る人権宣言だったのです。

　西光万吉の生家である西光寺住職の話を聞くことができました。
住職は地元の中学校教師をしていて、長年同和教育に関わってきま
した。今は、全国から人権問題の講師として招かれています。住職
の話を聞いて、まさに人権問題に熱を持って取り組むことが求めら
れていると感じました。私たちも「人間解放のよき日」まで人権問題
に取り組むことを決意しました。

運営部会

※１燕会
   1919年（大正８）結成。水平社発祥の地奈良・柏原の青年たち阪本清一郎、西光万吉、駒井喜作らを
中心とした部落青年の自主的な組織。水平社創立以後、発展的に解消。

いのち燦燦の燈
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こ
ど
も
ス
キ
ー
教
室
in
恩
原
高
原

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま

す
。
白
銀
の
世
界
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！

日

時　
平
成
26
年
１
月
25
日（
土
）

      

午
前
５
時
30
分
総
合
施
設
駐
車
場
出
発

　
　
　
　
　
（
午
後
８
時
ご
ろ
帰
町
）

場

所　
岡
山
県
恩
原
ス
キ
ー
場

内

容　

◆
初
級
ス
キ
ー
教
室
コ
ー
ス

　
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
）

◆
フ
リ
ー
コ
ー
ス

　
（
自
由
に
楽
し
め
る
コ
ー
ス
）

対
象
者　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

定

員　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

５
５
０
０
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

７
千
円

※
ウ
エ
ア
、
靴
等
の
レ
ン
タ
ル
料
、
リ
フ
ト

　

代
、
昼
食
代
は
別
途
必
要
で
す
。

申
込
開
始　
12
月
17
日（
火
）か
ら

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ふ
ぁ
み
さ
ぽ
＊
よ
っ
と
い
ｄ
ａ
ｙ
！！

　

板
野
郡
内
の
皆
さ
ん
に
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
楽
し
い
企

画
と
フ
ァ
ミ
サ
ポ
説
明
・
登
録
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
藍
住
町
で
開
催
し
ま
す
。

日

時　
平
成
26
年
１
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー（
１
階
和
室
）

内

容　
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
、
か
わ

　
　
　
　
　

い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形

定

員　
15
組

参
加
費　
無
料

準
備
物　
は
さ
み

申
・
問 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
３ 

・
３
０
３
３
）

放
送
大
学 

４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　
平
成
26
年
２
月
28
日（
金
）ま
で

申
・
問 

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
０
２・０
１
５
１
）

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

（
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

体
幹
を
鍛
え
て
、
お
正
月
の
運
動
不
足
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日

時　
１
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日

　
　
　
　
　

の
４
日
間（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

（
各
日
と
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
）

場

所　
町
民
体
育
館（
２
階
研
修
室
）

内

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講

師　
健
康
運
動
指
導
士　

下
村　

佳
奈

対
象
者　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
町
民
の
方

※
４
日
と
も
受
講
可
能
な
方
が
対
象
で
す
。

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給

　
　
　
　
　

の
飲
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　
12
月
17
日（
火
）か
ら

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

男
性
料
理
教
室

日

時　
平
成
26
年
１
月
９
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
ち
り
め
ん
ご
は
ん
、
み
そ
お
で
ん　

ほ
か

対
象
者　
男
性

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
期
間　
12
月
17
日（
火
）〜
24
日（
火
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

第
５
回 

人
権
講
座

日

時　
12
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

講

師　
森
本　

美
鶴
氏

演

題　
「
ヨ
ル
ダ
ン
で
の
J
I
C
A
シ

　
　
　
　
　

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
２
年
間

　
　
　
　
　

を
振
り
返
っ
て
」

申
込
方
法　
講
座
の
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い

※
今
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

第
６
回 

人
権
講
座

「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
１
０
０
講
座
」

出
前
講
座

日

時　
平
成
26
年

　
　
　
　
　

１
月
16
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　

～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

講

師　
阿
部　

和
代
氏

演

題　
「
女
性
の
人
権（
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）〜

　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
に
も

　
　
　
　
　

被
害
者
に
も
し
な
い
た
め
に
〜
」

申
込
方
法　
講
座
の
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い

※
今
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
企
業
研
修
を
兼
ね
て
開
催
し
ま
す
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　
県
・
町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）
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吉
野
川
に「
し
じ
み
」を
放
流

　

吉
野
川
は
、
し

じ
み
の
宝
庫
で
し

た
が
、
近
年
の
環

境
変
化
に
よ
り
漁

獲
高
が
激
減
し
ま

し
た
。10
月
28
日
、

吉
野
川
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
は
、

再
び
潮
干
狩
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
第
十
堰
か
ら
名

田
橋
の
下
流
ま
で
、
し
じ
み
を
放
流
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
こ
の
事
業
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問 

経
済
産
業
課（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
あ
い
ず

み
」地
図
誤
表
示
の
お
詫
び

　

今
年
７
月
に
発
行
し
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ウ
ン
あ
い
ず
み
」の
住
宅
地
図
の
中
で
、

奥
野
字
矢
上
前
の
地
区（
Ｐ
32
）に
お
い
て
、

私
有
地
の
中
に
公
道
が
入
り
込
ん
で
い
る
等

の
印
刷
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
方

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

町
商
工
会
青
年
部

高
齢
者
の
相
談
窓
口

　

次
の
よ
う
な
高
齢
者
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

　

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

　

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

（
☎
６
９
４・６
６
０
６
）

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（

☎
６
８
５・５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
☎
６
９
３・０
０
３
２
）

職
業
訓
練
生
募
集

　

再
就
職
を
目
指
す
求
職
者
の
方
を
対
象
に

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

◆
機
械
加
工
技
術
科

　

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要
な
機
械
加

工
作
業（
切
削
加
工
）と
溶
接
作
業
の
知
識
・

技
能
の
習
得
の
ほ
か
、
切
削
理
論
、
測
定
技

術
、
図
面
の
知
識
な
ど「
も
の
づ
く
り
」に
必

要
な
基
盤
技
術
や
関
連
知
識
の
習
得
を
目
指

し
ま
す
。

◆
住
環
境
計
画
科

　

住
宅
の
営
業
職
又
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な

る
た
め
の
建
築
関
連
知
識
、
ま
た
、
内
装
・

設
備（
特
に
省
エ
ネ
関
連
）や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
最
適
な
住
空
間
の
計
画
・
提
案
を
す
る
た

め
の
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
い
ず
れ
も
平
成
26
年
２
月
３
日

　
　
　
　
　
（
月
）～
７
月
31
日（
木
）

対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
込

　
　
　
　
　

み
を
し
て
い
る
方
等

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
等
が

　
　
　
　
　

必
要
で
す
）

申
込
期
限　
平
成
26
年
１
月
６
日（
月
）ま
で

申
・
問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
☎
６
５
４・５
１
０
２
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
い
た
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時

休日相談

2月

心配ごと相談所カレンダー

●場所　福祉センター（１階相談室）
●こども相談（月～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時　
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

平
成
26
年
１
月
２
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
　 1 ２ 3 4

5 6
行政相談

7
一般相談

8 9
法律相談

10 11

12 13 14 15 16 17
税金相談

18

19 20
人権相談

21
一般相談

22 23
法律相談

24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3
行政相談

4
一般相談

9 6 7 ８

9 10
人権相談

11 12 13
法律相談

14 15

16 17 18
一般相談

19 20 21
税金相談

22

23 24 25 26 27
法律相談

28

１月

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。
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図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

12
月
25
日（
水
）、平
成
26
年
１
月
８
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～ 

11
時

井
隈
読
書
会

　

平
成
26
年
１
月
９
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら

　
テ
ー
マ
本　
「
こ
の
国
の
か
た
ち　

六
」

司
馬　

遼
太
郎
著

英
語
絵
本
をR

ead A
loud!!

　

12
月
22
日（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

テ
ー
マ
絵
本
　「
ピ
ー
ボ
デ
ィ
先
生
の
り
ん
ご
」

マ
ド
ン
ナ
著

　

対
象
者　
中
学
生
以
上

◎
休
館
日

▼
毎
週
月
曜
日

▼
振
替
休
館
日
…
12
月
24
日（
火
）

▼
図
書
整
理
日
…
12
月
19
日（
木
）

▼
年
末
年
始
…
…
12
月
29
日（
日
）

～
平
成
26
年
１
月
４
日（
土
）

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

広
報
あ
い
ず
み
誤
表
示
の
お
詫
び

　

10
月
号
に
掲
載
し
た
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

町
民
デ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
名
の

表
示
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は『
社
会
福
祉
法
人
凌
雲
福
祉
会

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
』で
す
。

　

関
係
者
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

役場業務年末年始のお知らせ
仕事納め 仕事始め

役場窓口業務
年末年始の戸籍に関する届出（出生・死亡等）は当直者が受け付けます。 12月27日（金） 1月6日（月）

自動交付機　（住民票・印鑑証明） 12月28日（土）
午後10時まで

1月４日（土）
午前8時30分から

ごみ収集　（いずれも燃やせるごみについてのお知らせです）
※粗大ごみの受付について、12月29日（日）と30日（月）の２日間
　は、いずれも正午までです。
その他については「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

南地区12月29日（日）
北地区12月30日（月）

南地区1月6日（月）
北地区1月7日（火）

し尿の取り扱い 12月27日（金） １月６日（月）

コミュニティセンター 12月27日（金） １月６日（月）

町民体育館 12月27日（金） 1月5日（日）

体育センター 12月27日（金） 1月5日（日）

福祉センター 12月28日（土） １月４日（土）

勤労青少年ホーム・藍翠苑 12月27日（金） 1月6日（月）

勤労女性センター 12月27日（金） １月４日（土）

図書館 12月28日（土） 1月5日（日）

藍住町歴史館「藍の館」 12月27日（金） １月２日（木）

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

子
ど
も
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・

の
れ
ん
な
ど
の
藍
染
製
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
年
ご
ろ
）建
築
の
お
も

む
き
の
あ
る
建
物
の
中
で
、
藍
染
め
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伝
統
の
天
然
藍
で
染
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染
体
験
も
で
き
ま

す
。
自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染

ま
り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

持
込
み
体
験
価
格　

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

休
館
日　
12
月
28
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
１
月
１
日（
水
）

正
月
開
館
日　
平
成
26
年
１
月
２
日（
木)

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
体
験
は
午
後
４
時
ま
で
受
付
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）
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（氏 名） （年 齢） （住  所）

山　﨑　 　章 77歳 富吉字中新田

生　越　政　則 64歳 矢上字安任

吉　田　ミツエ 90歳 笠木字中野

藍　原　　　榮 89歳 乙瀬字中田

松　尾　久　雄 83歳 奥野字乾

藤　本　マサヲ 106歳 徳命字新居須

秦　　　イハヱ 86歳 奥野字原

久次米　貞　雄 89歳 奥野字乾

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

眞仁田　惟　月 （い つ き） 女 敏 和 ・ 瞳 奥野字和田

村　上　恵　梨 （え　 り） 女 友 通 ・ 典 子 富吉字穂実

黒　川　すみれ （す み れ） 女 勝 志 ・ 真 理 徳命字前須西

前　田　泰　知 （た い ち） 男 茂 樹 ・ 真理子 乙瀬字東新田

大　和　拓　実 （た く み） 男 賢 次 ・ 愛 子 奥野字矢上前

加　納　巧　麻 （た く ま） 男 睦 盛 ・ 友 美 勝瑞字成長

小　林　冠　太 （か ん た） 男 采 登 ・ 静怜七 奥野字原

古　田　栞　愛 （か ん な） 女 直 樹 ・ 愛 勝瑞字正喜地

米　澤　実　祐 （み　 ゆ） 女 隆 弘 ・ 好 代 徳命字前須東

野々宮　來　也 （ら い や） 男 新 二 ・ 広 美 富吉字岸ノ下

東　　　凛　音 （り　 ん） 女 年 昭 ・ 里 衣 徳命字前須西

堀　江　星　那 （せ い な） 女 孝 典 ・ 優 子 乙瀬字中田

船　越　　　紬 （つ む ぎ） 女 浩 司 ・ 真奈美 奥野字山畑

中　野　太　翔 （た い と） 男 圭 ・ さおり 奥野字原

富　永　愛　叶 （ま な か） 女 俊 孝 ・ 裕 子 笠木字西野

楠　　　俐　子 （り　 こ） 女 正 吾 ・ いつ子 奥野字乾

利　光　結　宇 （ゆ　 う） 男 崇 ・ 智 美 笠木字中野

11月

おくやみ申し上げます月1111

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

12月16日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

12月18日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

12月20日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月６日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

１月７日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月15日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月15日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

の
ど
も
と
ま
で
出
か
け
た
溜
息
の
み
こ
み
て
日
脚
み
じ
か
き
ひ
と
日
の
終
わ
る

　

岡　

田　

博　

子

ざ
わ
め
き
し
心
し
だ
い
に
静
ま
り
て
シ
ャ
ン
プ
ー
台
に
眼
を
つ
む
り
お
り

四　

宮　

千　

代

難
民
の
子
供
の
瞳
に
み
つ
め
ら
れ
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
別
腹
に
入
れ
る

里　

山　

麻　

子

外
灯
を
は
げ
し
く
た
た
く
雨
し
ぶ
き
火
花
散
ら
し
て
闇
を
ゆ
す
れ
り小　

原　

喜
代
子

一
瞬
の
雲
の
さ
け
目
に
光
あ
り
一
歩
踏
み
だ
す
宇
宙
へ
の
門

春　

本　

壽
美
子

秋
雨
に
濡
れ
つ
つ
走
り
ゆ
く
猫
よ
そ
の
さ
き
明
る
く
灯
の
と
も
る
家　
　
　
　
　
　

長　

山　

雅　

則

う
ど
ん
粉
を
ど
ぶ
ろ
く
で
練
る
ふ
か
し
パ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
抜
け
風
味
よ
か
り
き　
　

大　

塚　
　
　

容

ド
ト
ー
ル
の
総
店
舗
数
お
も
い
つ
つ
駅
な
か
カ
フ
ェ
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る　
　
　
　

山　

本　

枝
里
子

地域の子どもは、
　地域で守り
　　育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　地域で守り
　　育てましょう

子どもは、
私たちの宝です
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）12月30日（月）～１月３日（金）

年末年始で休診させて頂きます。

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

予防接種・健診・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

町
指
定
有
形
文
化
財「
見け

ん

性し
ょ
う

寺じ

文も
ん

書じ
ょ

」

指
定
年
月
日　
昭
和
63
年
１
月
10
日

所
在　
奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１

　
　
　
（
町
教
育
委
員
会
）

　

見
性
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
で
、
三み

好よ
し

元も
と

長な
が

や
三み

好よ
し

千せ
ん

熊く
ま

丸ま
る（
長な

が

慶よ
し

）・
千せ

ん

満ま
ん

丸ま
る

（
実じ

っ

休き
ゅ
う

）の
寄き

進し
ん

状じ
ょ
う

な
ど
中
世
文
書
３
点
を
含

む
計
１
１
６
点
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
は
、
数
少
な
い
阿
波
の
中
世
文
書

を
は
じ
め
、
天て

ん

正し
ょ
う

14
年（
１
５
８
６
）の
蜂は

ち

須す

賀か

家い
え

政ま
さ

の
判は

ん

持も
つ

や
、
見
性
寺
と
蜂
須
賀
家

と
の
関
係
を
伝
え
る
文
書
、
本
山
妙み

ょ
う

心し
ん

寺じ

や

本
寺
興
源
寺
と
の
本
末
関
係
、
幕
末
期
に
妙

心
寺
に
持
住
し
た
大だ

い

震し
ん

和
尚
の
動
向
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
文
書
な
ど
、
徳
島
県
史
や
仏

教
史
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
文
書
が

多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
史
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

藍
住
町
の
文
化
財
20

三好千熊丸・千満丸の寄進状

救急告示・日本医療機能評価機構認定病院
医療法人
凌 雲 会稲次整形外科病院
理事長　稲次　正敬／院長　湊　省 ☎６９２-５７５７

☎ ☎６79-8880692-0700

★診療時間★
午前 ／ ９：００～１２：００　　
午後 ／ ２：００～  ６：００
※日・祝日は急患のみ

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ー
ー ー ー ー ー ○

ー ー ー ー ○ ー
○

AM

PM

AM

AM

PM ー ー ○ ー ー

リハビリ科
整形外科
内　　科

神経内科

形成外科

脳外科

３６５日・２４時間
院内託児施設あり「ちびっこ園」

クリニック・ヘルパーステーション併設

リハビリスタッフによる
機能訓練・指導も充実 お問い合わせは

空室
残りわずか！

（稲次整形外科病院より50m）
メディション凌雲

デイサービス昴 サービス付き
高齢者向け住宅

　
「
広
報
あ
い
ず
み
」は
、
毎
月
15
日
に

発
行
し
て
い
ま
す
。配
布
は
、徳
島
新
聞
、

読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
の
折
り
込
み
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
近
所
や
お

知
り
合
い
に
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
で
届
い
て
い
な
い
お
宅

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

別
途
郵
送
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
な

お
、 「
広
報
あ
い
ず
み
」は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

申
・
問 

企
画
政
策
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

「
広
報
あ
い
ず
み
」に

  

関
す
る
お
知
ら
せ
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